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白血球の喰脂現象に就て

里正義

－・・咽’
UBER DIE FETT-PHAGOZYTOSEN DER LEUKOZYTEN 

VON 

MASAYOSHI SATO 

1837年 Don尚氏の婦人宇Lに於て一小瞳を認め Henle氏の之を初乳球と命

名して以来其の起原並びに生理皐的意義に於・（多くの皐説あ b現時にあ bては

軍に脂肪球の集合体にあらぎるもの在るととは明かにしてヲの問題と在れるは

其の接現を字L腺表皮細胞の退行盤性又は腺胞の脂肪浸潤It求むるものと其の由

来を白血球の喰脂作用に掃するものとのこ設にして前設を主張するものは初乳

．球の形態並びに竿L腺の組織皐的所見よ b後設に左手旦するものは喰脂並びに喰菌

現象よ b各 φ其の劃設を主張せ b余亦最近組織皐的．化事的並びに生物皐的見

地よ b初竿L球の由来に関して之れが研究を攻し初字L球の正体を白血球に鴎する

に至tzれb此等に閲する費表は之れを綾丈に譲b生物皐的研究の一助として試

験したる白血球の喰脂現象に於て稿令興味ある結果に到達したれば之れが大要

を記載すぺし

試験方法

従来白血球の喰脂現象に就ては蛙の背部淋i巴嚢中に或は海狽及び家兎の腹

腔に或は鼠の皮下に乳汁を注入し一定時聞の後淋i巴液腹腔液と混ぜる字L汁又は

血液を採集し以て白血球の喰脂の有無を検し未1i硝子管内に於て之れが試験を

試みたるものなし余は最初海棋の腹腔及び蛙の背部淋i巴嚢中に乳汁を注入して

異在 bたるil.）＇問の経 16.によっ℃前者よ bl立腹壁を切開して腹腔液（乳汁と混在）

をピペットにて採集し後者よ bは注射針を用以℃提液（字L汁と混在〉及び血液を

吸取しメチ V ン青、ギ F ムザ液及びJVチツカ液によって生体染色を行以以て従
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来の試験結果を確め究て”硝子管内に於て之れが試験を遂行せb而して硝、子管内

試験用としての白血球を採集する矯めには余は普通プイオンを用以其の 20c.c 

万至35c.cを海棋の大きに従って腹腔内に注射し十二時間以上を経過したる後

腹腔液を採集した ！＞ （注射後十二時間万至二十四時間を経過したる場合にはプ

イオンは吸牧せられるよ b採集直前或は採集直時に既定の方法をとる必要ある

も余の試験したる際は既に他の用途に供試したる海棋を使用したるに起因せる

か却て十二時間以上を経過したる場合に於℃常に良好なる結果を得たち） I市し

て腹腔液を採集するには諌め49-oの杓犠酸曹達を腹腔液の議定採集量の五牙の

ーの割合に於て試験管内氏盛b腹壁を切開しピペットを用［Aて採集し直ちに管

を振蕩して拘椴酸曹達液と混和し後遠心法によ bて之れを沈降せしめ上液を捨

て残留したる白血球を生理的食盟水を以て洗糠し再び遠心牙離器にかけ普通三

同の抗f農にて純粋の白血球のみを得た b用にのぞみて之れに生理的食盤の培量

を加へ以℃白血球原液とせb此の外積牛の体側並びに腹壁の毛を去b完菩を塗

布して水泡をつ＜ fJ之れよ b築液を採集して上f去と同訟によ b白血球原液をつ

く！＞12 I) 

喰脂現象槍査に常たり℃は余は遠心沈澱用の尖底小管を用以之れに血清及

び其他の液量は 0.2c.cとして之れに一定量の乳球（数回諜備試験を繰b返へし

一個の白血球に劃し約十｛国内外の割合）を加へ究て白血球原液0.02c.cーo.03c.c

を加へよく撹伴して動物体温と同ーの水溶中に静立せしめ（之の同一定時聞を

置て脂肪球の浮上を防止するため捷搾せ ！＞） 三十分間及ぴ一時間後に其の白血

球の一部を釣取し℃メチ vン青ギームザ液及び、ノVチツカ液を以て生体染色を行

ぴ以て喰脂教を測定せb而して字L球及び白血原球液を秤量するには余は毛細管

ピペットを使用せ b

注I.つンプV メシトとして用以たる能働血清は腹腔液を採集する前心臓よ

b注射針を以て之を採集し遠心舟離器を用以て血清を分離せh但し積牛の体測

に生ぜしめたる水泡よ b採集したる白血球に就て喰脂現象を試験したる場合に

用ひたる血清は牛の頚動脈よb血液を採 b静置して分離したるものを用ひた h
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2.非能働血清は上f去によっτ得たるものを揮氏五十六度に三十牙間加温し

て之を得た b

3・乳清は乳汁を再三遠心分離器にかけ以℃脂肪球を除去したるものを用CA

たb

4.卵白は之を充分問伴して後鴻過し蒸館水を加へ℃血清と殆んc同一濃度
として之を用以アz!> 

5.試験経過中不洗樵乳球とあるは乳汁を遠心牙離器にかけ分離したる乳皮

よb一定量を釣取したるものにして純粋の乳球のみにあらずして以外の各成分

を抱合しをる乙と勿論な b而して洗樵乳球とあるは上f去の如くにし℃得たる字L

球を生理的食堕水を加へ遠心牙離器にかけ食趨水の透明と在るまで再三洗日産し

たるものな b

6.測定白血球数は海旗！の腹腔に乳汁を注射したる場合にあ b℃は車核並び

に多核白血球を合せば 500個を測定し以て之等の数比重せする草核並びに多核白

血球の比率を定め蛙の背部淋i巴嚢中に字L汁を注射して得たるものにあ b・Cは車

核多核各百個、硝子管内試験にあ b℃は草核白血球 IO：：＞個多核白血球 50：：＞佃の

測定を以て原則とせれ但試線経過の都合上止むな〈時に之れよ b少数或は甚

だしく小教の白血球を測定せb而して此等白血球の百牙率を算し突で喰脂せぎ

る白血球を以て喰脂せる白血球教を除して得たる教を以て余は之を喰脂卒とな

したb

（注）測定車核白血球中には大草核白血球移行形並びに小淋氾球の全部を

合む

試験経過

I海旗腹腔内に於ける白血球の喰脂現象

試験 I.大正四年七月七日午前十時十五分乳汁 3oc.c注射（海棋の重量 210

克）同日午後一時十五分即ち注射後三時間目に採集
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甚だし〈喰脂しれ

測定白血球 500~ :~ 1ffi :~ J!f ，~重脂 t言語官官営襲撃~：蕗
r.-, 形~呈ぜしもの

車按白血球 199" 40"' 55慣 28" 144111 72" 0,292 5 ［個ー 92,7" 

多核白血球301" 60"-238" 77'Jf, 63" 239' 3,426 I 12" 47,1" 

試職 2.大正四年七月七日午前十時二十分乳汁 3oc.c注射（海棋の重量200

克）同日午後四時廿分即ち注射後六時間自に採集供試の結果一般に小淋i巴球多

数存在し大草核白血球並びに多核性白血珠甚だ少なし但し小淋氾球を除以τは

殆んE金〈喰脂し其の約竿教は乳汁中に見る初乳球と匝別する之と能はぎb~ 

試験3・大正四年七月七日午前十時三十卦乳汁 3oc.c注射（海棋の重量215

克）同七月八日午綾二時竿即注射後二十八時間目に採集但し：乳汁は殆ん芝吸牧

せられ℃極めて少量を得たるに過ぎず供試の結果小淋把球を除以て殆ん芝すぺ

℃喰脂せられたるも其の大部分は生体染色によ b接の形不明にして草核と多形

核とを匝別する乙と能はず測定白血球（小淋氾球を合む〉四十五個中 34個喰脂

し其の中初乳球と区別する之と能はぎる形を呈するもの二十六個を有せ b

試験 4・大正四年七月七日午前十一時乳汁 35c.c注射（海棋の重量 225克）

同七月九日午前十一時即ち注射後四十八時間自民採集

測定白血球川君af≫li :~ i'f ：~重脂：？？；獄星野県署員
草接白血球 178咽 36" 170個 96" 8慣 4% 2 I ,250 361個 21,2" 

多接白血球322" 74'' 87" 27" 235" 73" 0,370 8" 2,5” 

試験5・大正四年七月七日午前十一時三十牙乳汁35c.c注射（海棋の重量225

克）同七月十日午前十一時三十分即ち注射後七十二時間自に採集

測定白血球 500• :~ ,~i :~ i，・：草分塁脂：管，i1法皇襲撃2：路
軍核白血球2r9’I 44% 43鋼 19" 176個 Sr＂・ 0,233 6百 14,6% 

多核白血球281" 56" 50" 18" 23r" 82" o,2r6 。 2 

試験6.大正四年七月九日午後二時三十牙乳汁 20C.C注射（海棋の重量 150

克）同七月十日午後二時三十分即ち注射後二十四時間自民採集
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測定白血球 500伺百分喰脂ぜ百分野f 百分喰脂 f郡~雪ゑ：： ff食目旨白血球に
率 るもの卒 の 奉率 ぜしもの 到する百分率

車核白血球233" 47% 155個 67% 78':J! 33% I ,987 50吻 21,5% 

多接白血球267" 53% 67" 25% 200" 75" 0,33 [ 。 。
試験7・大正四年七月十九日午前九時三十分乳汁3oc.c注射（海棋の重量200

克〉同日午後一時三十分即ち注射後四時間自に採集

測定白血球4伊 ：~"§"l0 ;~ r1r君主脂：？？；税，：華字2：露
草核白血球 58" 13% 3i耳 64% 211司 36% I ,762 411田 6,9% 

多核白血球40I 11 87" 190" 47% 2 II 11 53’F 0,900 。 。
試験8.大正四年七月二十日午前九時三十分乳汁30c.c注射（海棋の重量200

克〉同日午後一時三十安全即ち注射後四時間自に採集

測定白血球同 ：~ "!~i ;~ i~i ：：草月旨；関税控室開臨
草核白血球 58" 12% 3i田 64% 2円 36% I ,762 rf耳 r,7r. 

多核白血球442" 88" 228’F 51" 214" 49" r,065 ・ 0 0 

試a験9・大正四年七月二十二日午前九時三十分字L汁 3oc.c注射（海艇の重量

210克）同日午後三時三十分即ち注射後六時間目に採集

測定白血球 50掛百舟喰脚百牙則旨ぜ百分喰脂 Ji~~：宮号私見喰脂白血球に
率 引の率 r5の卒 半 ぜしもの 封ずる百分率

箪核白血球 76" 15% 541国 77% 221田 27% 2,455 0 0 

多核白血球424" 85" 296" 72" 128" 28" 2,312 。 。
試験 IO.大正四年七月二十三日午後五時三十牙乳汁 3oc.c注射（海棋の重

量 200克）同二十四日午前九時即ち注射後十七時間自に採集

測定白血球4げ草分的草分r1r:11-室脂；轄す減量襲撃日：弘
車核白血球 64" 14% 21個 33% 43個 6i"0,488 O o 

多核白血球395" 86% 123" 31" 272" 69" 0,715 。 。
試験 II・大IE四年七月二十五日午後五時三十牙乳汁30c.c注射（海棋の重

量 200克）同七月二十六日午前八時三十分注射後十五時間自民採集
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測定白血球

草核白血球 70

多核白血球 70

:71-!H[~ ;~ i~f ：~ 雲脂：轄す録選襲撃2：裂
40個 57,r% 30伺 42,9%1,333 0 0 

3311 47' I% 4711 52・9%0,892 。 。
（注） IよbII tζ至たる試験に営た b腹腔注射用としての乳汁は遠心器に

で身離し上層沈潰共検鏡の結果所謂初乳球の存在せまるものを用以12b 

今上記試験結果中各種白血球の喰脂卒並び所謂初乳球と直別し能はぎる形

を呈せるもの L数並びに後者の喰脂白血球に劃する百卦卒を表示すれば突の如

し

試験番問｜喰目旨輩，~ii想空車問日食脂白血球1: I喰脂率 lrt露関税措l瑚旨白血球に
〈単核白血球〉｜ぜしもφ l封する百分率｜（多核白血縁）iぜしもの l謝する百分率

I I 0,262 J ( 5 I偶） I 92,;i~ I 3,426 I (112伺） I 47,1r. 

IO 

Il 

2 

t
d

ペ
守
戸
、
J

ぷ
U

H

／

口

O

Q

J

21,250 

0,233 

1,987 

1,762 

1,762 

2,455 

0,488 

1,333 

平均（合計〉 3,507 

(36個）

( 6" ） 

(50" ） 

( 4付） 

( 1" 

( 0 ) 

( 0 ) 

C o ) 

(148個）｜

21.2% 

14,6" 

21,5" 

6,9" 

1,7" 

0 

。
。

0,370 

0,216 

0,33 I 

0,90:::> 

1,065 

2,312 

0,715 

0,892 

C 8個）

( 0 ) 

( 0 ) 

C o ) 
( 0 ) 

( 0 ) 

( 0 ) 

( 0 ) 

2,5'1 

。
。
。
。
。
。
。

I' l 36 I ( I 20個）

結果

r）海棋の腹腔lζ乳汁注射の結果白血球の喰脂作用の行る乙とは、事貰にし℃

時に同一小形の或は大小不同の乳球を以て場充せられ一見初字L期間並CAk泌乳

後期の乳汁中に見る所謂初乳球と殆んf匝別し能はぎる形態をとるものあ b而

して之等の形態中に見る同ーの小形或は大小不同小形の脂肪球を以℃填五せら

る、は小形の脂肪球の白血球の喰脂に容易なるによるか或る一部事者の唱ムる
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が如〈白血球：c:抱合せられたる後に至たbて細牙せらるによるものなるや明か

まらず

2) 喰脂の結果白血球は其の大3を増し其の小形なるものにあ bては直径

16 μにして其の大在るものにあbては34・2μ に及ぺb而して普通海棋白血球の

常態に於げる大さは余の多数測定の結果小淋i巴球，大軍核白血球，移行型並び

に多核白血球を綿括して小形のものは 3.6μ大形のものは 18μにして 16p.内

外のもの最も多数を占むるよ b喰脂の結果直径に於℃二倍万至三倍内外に増大

せるを見る而して充分脂肪球を以℃填充せられたるものにあb℃時に 40μ万

至其れ以上の大苫re.達したるものを測定せb

3）喰脂したる脂肪球の~めに多形接のものにあ b て核は一方に麿せられて

分核互に相融着し恰かも草核の如き朕態と攻 b或は分離せられて散在し甚だし

く喰脂したるものにあ bては普通生体染色にあ bては核の存在不明にして車核

大白血球なるや多形核白血球なるや剣然せぎるものあb大草核白血球にあbて

も亦接の歴せられ℃稀φ不整形とな b多形牙核の融着したるものと殆んE直別

する乙と能はざるものあb但し一般に大草核白血球に於ける核は染色の度梢φ

多核のものよ b淡さと及び精細に検査するととによ b大略匪別する之とを得可

し

4) Cohn氏の唱ムるが如く生体に於て多形核白血球に見る中性染色頼粧の

其の喰脂の進むに従日漸時消失するととは事賓なるも杢く消失するものなるや

牙核の魅せられて融着する際其の聞に抱合せらるものなるや明かならず

5）喰脂作用を有するは大草按白血球、移行型並びに多核性白血球にして一

般にエオジン噌好白血球は稀れに喰脂し，J、淋i巴球Ii喰脂作用なし而してメチユ

コフ氏の所謂 Makrophagen 在る軍務大白血球と mikrophagen在る多核性白

血球との一定時間内に於ける喰脂の差異は十一同試験中（中二同を除く〉唯一同

多核白血球に於て喰脂李の大在 bしに止ま b卒均に於て草接白血球の喰脂率は

3,507多核白血球は 1,136re.し℃且草核白血球中には喰脂作用在き小淋i巴球を

も合みをるもの在れば前者は甚だし〈後者を凌駕せるを見る且つ多数の脂肪球
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を抱合し初乳期間並びに泌筑後期乳中に見る所調初乳球と匝別し能はぎる型を

有するものは復大草接白血球に於て著しく多きを見るも車に喰脂のー現象によ

って之れを見る時は Makrophagen,Mikrophagen在る匝別的差異を設〈る之と

能はぎるが如し

6)Bab氏は海棋の腹腔に乳汁を注射する時は炎腫の初期に於ては多核性白

血球現出し究て車核白血球の現出すると構したるも余の試験によるに多〈の場

合に於て氏の結果を肯定したるも時に否定するが如き結果に到達しだるよ b海

棋並びに其他の事由民よって差異あb確諭する之と能はまるが如し

II. 蛙の背部淋氾嚢中に乳汁を注射し試験

したる白血球の喰脂現象

試験 I・大正四年八月五日蛙の背部淋iE嚢中比約 5c.cの乳汁注射聞して注

射後二十時間自に血液披露

I Bli-t!百分喰脂ぜざ百牙喰脂所謂初乳球とmi.Idし能喰脂白血球に
測定白血球 れの奉 るもの卒 事 問る形桔ぜしもの聾する百分率

車核白血球 100'個 46rm 46% 541田 5~ 0,852 20偶 43,5% 

多核白血球 100"41" 41" 59" 59”0,695 7" 1,7" 

四十八時間固に血液検鏡

測定白血球
喰脂柑百長子喰目旨ぜざ百分喰脂所謂初乳球と匝別し能喰脂白血球に
るもる奉 るもの 率 率 l:tざる形舟呈ぜしもの劃する百分率

車核白血球 100開 52咽 52% 48四 48% 1,083 19明 36,5% 

多核白血球 100"49" 49% 5 I fl 5 I fl 0,961 8" 0,691 

結果

蛙の背部淋氾嚢中に乳汁を注射したる結果は試験教僅かに二悶に過ぎず従

つ℃種々の闘係に就て知悉する Zと能はぎるも白血球の喰脂現象に闘しては海

棋の腹腔に乳汁を注射して得たる場合と少しも異ならず且つ注射綾二十時間に

して血液中に脂肪球を採bたる白血球の多数遊還せらるを見る（二十時間前統

に避迭せらるや否やは明かならず〉而して草核並に多核白血球の喰脂上tζ於け



60 豆一白血球の喰脂現象lこ就て

る差異l主二問の平均に於て前者の喰脂奉は 0,968後者の喰脂率は 0,828tとして

多数の大小不同の脂肪球を以τ境充せられ所謂初字L球と異ならぎる形態とな b

たる者も亦前者に於て著しく多く且つ喰脂の結果白血球は甚だしく其の大さを

増し中には 40μ或は其れ以上に達したるものを見る乙とを得た b

III. 硝子管内に於て試験したる白血球の喰脂現象

試験 I.大正四年七月二十日午後四時四十分プイオン 3oc.c注射同二十一

日午前九時即ち注射後十六時間宇自民白血球採集

乳汁 0,2c.c十白血球原液 0,03c.c反慮時間三十分間

測定白血球 5oo'田喰Dlr-tt百分喰脂ぜざ百分喰脂f露関税関蜘白血球lこ
るもの卒 るもの卒 中 ぜしもの 到する百分率

草核白血球 76" 541Ul 71% 22＇国 2,9r. 2,455 2 3,7% 

多核白血球 424" 40" 9,411 384" 90,611 o, ro4 5 12,5" 

試験 2；大正四年七月二十一日午後四時プイオン 30c.c注射同二十二日午

前九時即ち注射後十七時間自に白血球採集

字L汁 0,2c.c ＋白血球原液 0.03c.c反臆時間三十牙間

測定白血球 "!n[i i?t "!≫[iざ芋望脂：税務E星野持拡
soo唱 293伺 59% 2oi目 42% 1,415 。 。
試験 3・大正四年七月二十三日午後四時プイオン 3oc.c注射同二十四日午

前九時即ち注射後十七時間自に採集

i）乳汁 0,2c.c ＋白血球原液 0,03c.c反臆時間三十分間

測定白血球数

車接白血球

喰目旨ぜ百卦喰日旨ぜざ百分喰脂所謂初乳球と庖.Gd喰目旨白血球に
るもの奉 るもの 率 卒 ぽ＇tiる形桔罰する百分率

IOO咽 33個 33% 67伺 67%0,493 o o 

多核白血球 500" I 5 I" 30" 349" 70" 0,335 。 。
試験.4・大正四年七月二十六日午後四時プイオン 30c.c注射同二十七日午

前九時即ち注射後十七時間日比白血球採集

i）乳清 0,2c.c ＋不洗樵乳球＋白血球原被 0,03c.c反臆時間三十牙間
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測定白血球 喰目旨ぜ百舟喰目旨ぜざ百牙喰脂甥慢す毒号車喰目旨白血球に
るもの卒 るもの率 卒 ぜしもの 費する百分率

草核白血球 IOO個 38回 38" 6zlrl 62" 0,5 I I 

多接白血球 5oo'' 2 I 7" 43" 283" 57" 0,767 

。
。
。
。

ii）能働血清 0,2c.c ＋不洗樵乳球＋白血球原液 0,03c.c反臆時間三十分間

測定白血珠 喰脚百分喰脂ぜざ百卦喰脂f露関税理喰脂白血球，：
るもの奉 るもの卒 率 ぜしもの 撃をする百分率

軍核白血球 IOO'崎 85澗 85" I 5個 I 5" 5,667 0 0 

多核白血球 500"367" 73’r 133" 27" 2,759 。 。
試験 5・大正四年七月二十八日午後四時プイ方ン 3oc.c注射同二十九日午

前八時即ち注射後十六時間自民白血球採集

i）乳清 0,2c.c ＋不洗臓筑球＋白血球原液 0,03c.c反臨時間三十分間

測定白血珠併311目的幹的ざF雲脂建設務担襲撃諸説
草核白血球 44凶 8個 18＂・ 36＇且 82" 0,222 0 0 

多核白血球 399’r 54" 16" 345" 84" O, I 57 。 。

ii）能働血清 o,zc.c＋不洗樵字L球＋白血球原被 0,03c.c反臆時間三十分間

測定白血球 n:ti ;~ u:nriざF室脂：管弦怒号塁襲撃持費量
車核白血球 IO＇.）回 87個 87" 13咽 13" 6,692 i圃 8,o" 

多核白血球 500’＇481" 96" 19" 4" 25,316 r6" 3,3" 

試験 6.大正四年八月十六日午後五時プイオン 3oc.c注射同十七日午前十

時三十分即ち注射後十八時間竿自に白血球採集

i）乳清 0,2＋洗糠乳脂球＋白血球原液 0,03反臆時間一時間

測定白血球 喰脂ぜ百分糊旨討百分喰脂鵠慢す主E塁襲撃E血球暴
るもの率 るもの率 卒 ぜしもの

車核白血球 IOO伺 381!!1 38" 621'1 62" 0,613 I 2，伊

多核白血球 5oo''232" 46" 268" 54" 0,862 。 。
ii）初乳φ清 0,2c.c＋不洗糠乳球＋白血球原液 0,03c.c反慮時間一時間

測定白血液
金脂ぜ百分喰脂ぜざ百舟 喰脂附謂初乳球と医BU喰脂白血球に
るもの卒 るもの 寧 寧 与でおる形時劃する百分率

車核白血液 100個 70偶 70" 30伺 30" 2,333 。 。
多核白血球 500"413” 83" 87'' I 7” 5,259 。 。
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iii）初乳今清 0,2c.c十洗瀧乳球＋白血球原液 0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球 n!uli ;: n!fiざF重脂：？？；す法皇襲撃持拡
車核白血球 IOO個 60個 60% 40伺 40% 1,500 。 。
多核白血液 500"398" So" 102" 20% 3,902 。 。
iv）能働血清 0,2c.c＋洗糠字L球＋白血球原液 0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球 喰肘百分喰脂ぜざ百分喰脂官常務控除u旨白血球に
るもの卒 るもの率 苧 ぜしもの 劃する百分率

車核白血球 IOO伺 58伺 58% 42伺 42% r,381 3 5,2% 

多核白血球 500"400" So'' roo'' zou 4,00:) 4 " r,o 

v）生理的食堕水 0,2c.c＋洗蔽字L球＋白血球原被 0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球 喰脂ぜ百分喰脂ぜざ百舟喰脂f；官官減量喰脂白血球に
るもの卒 るもの卒 卒 ぜしもの 望書する百分率

車核白血球 IOO伺 33個 3f" 67個 67% 0,492 0 0 

多核白血球 500" 78" 16% 422" 84% o，必I 。 。
試験 7・大正四年八月十八日午後五時プイオン 3oc.c注射同十九日午前九

時即ち注射後十六時間自民白血球採集

i）乳清 0,2c.c＋洗糠乳球＋白血球原液 0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球数 n!uli : ?t nf R[iざ草分雲脂：関税理襲撃号：務
車核白血珠 IOO 27情 27% 73偶 73% 0,372 。 。
多核白血球 500 62" 12% 438" 88% 0,142 0 0 

ii）能働血清 0,2c.c＋洗際乳脂＋白血球原液 0,03c.c反膳時間一時間

測定白血球数
喰目旨ぜ百分断旨ぜざ百社 喰脂所謂初乳球と匝別刷旨白血球に
るもの卒 るもの 率 率 ~riii ；：，形桔劃する百分率

車核白血球 IOO伺 42偶 42% 58個 58% 0,724 2 

多核白血球 500" 244" 49" 256" 5 I% 0,957 3 

iii）卵白 0,2c.c＋洗糠乳球＋白血球原液 0,03c.c反臨時間一時間

4,8% 

" I 12 

測定白血球数 喰H旨ぜ百分喰目旨ぜざ百?1"
るもの卒 るもの 卒

喰脂所謂初乳球と鑑別刷旨白血球1-
卒 し能l:tざる形た曇重量ずる百分率匂
ぜしもの

車核白血球 100伺 41偶 41% 59伺 59% 0,695 。 。
多核白血球 5oo'' 99 20" 401" 80% 0,247 。 。
i吋生理的食盟水 0,2c.c＋洗樵乳球＋白血球原液 0,03c.c反臆時間一時間
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測定白血球数
金目旨ぜ百舟 E食目旨ぜざ百卦 喰脂所謂初乳球主区別喰脂白血球に
るもの卒 るもの卒 卒 ぽ1tiろ桝曇到する百分率

車接白血珠 100情 26伺 26% 74情 74% 0,351 0 0 

多核白血球 5oo'' 6211 1211 438" ssr. 0,142 。 。
試験 8.大正四年八月二十日午後四時プイオン 30c.c注射同二十一日午前

九時即ち注射後十七時間自民白血球採集

i）乳清 0,2c.c＋洗繰字L球＋白血球原液 0,03c.c反臨時間一時間

測定白血球数 喰Blrぜ百分喰脂ぜざ百分 喰脂所謂郁L球と匝a,1日制旨白血球に
るもの卒 るもの 卒 率 し能l:tざる形や号室まする百分率

ぜしもの

車核白血球 100個 18個 18% 82個 82% 0,220 ・O 。
多核白血球 50011 36” 711 464＇’ 93" 0,078 2,sr. 

ii）能働血清 0,2c.c＋洗際宇L球＋白血球原液 0,03c.c反騰時間一時間

測定白血球数

草骸白血球

喰目旨ぜ宴卦喰目旨ぜざ豆分 望脂T露関税理喰目旨白血球に
るもの卒 るもの千 平 ぜしもの 劃する百分率

IOO伺 50個 50% 50偶 50% I ,ooo I 2,0r. 

多核白血球 50o'1 22911 4611 2 7 I 11 5411 0,845 2 0,911 

iii）卵白 0,2c.c＋洗樵字L法＋白血球原液 0,03c.c反慮時間一時間

測定白血球数

車核白血球

醐旨ぜ百分喰H旨ぜざ百牙 喰脂所謂初筑球と匹別 E釧旨白血球に
るもの率 るもの卒 卒 ぽ1:iる形持勢する百分率

IOO伺 17偶 17% 83伺 83% 0,205 。 。
多核白血球 50011 9211 I 811 408" 82" 0,22 5 。 。
iv）生即的食盤水 0,2c.c＋洗樵字L球＋白血球原液 0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球数 喰H旨ぜ百分喰脂ぜざ百卦 喰脂所言胃初乳球と堅，r別喰聖堂目す旨白血球に
るもの率 引の卒 卒 し能l:tざる形曇 る百分葱

ぜしもの

軍核白血球 JOO伺 25個 25% 75偶 75% 0,333 。 。
多按白血球 50011 3411 ;i~ 466" 93" 0,073 。 。
試験 9・大正四年八月二十一日午後三時三十舟プイオシ 4oc.c注射同二十

二日午後九時即ち注射後十七時間竿自に白血球採集

i）乳清 0,2c.c ＋洗糠乳脂七白血球原被 0,03c.c反膳時間一時間

測定白血球数 喰！lr-t!百卦喰目旨ぜざ百牙 喰脂所謂初乳ざ王るれ形阻別喰目旨白血球iこ
るもの卒 るもの 率 卒 し能l:t ~呈謝する百分率

ぜしもの

車核白血球 IOO個 29偶 29% 71鋼 71% 0,409 。 。

多接白血球 :;oo" 83" 17" 417" 83'' 0,199 。 。
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ii）能働血清 0,2c.c＋洗樵乳球＋白血球原液 0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球数 喰！lr-t!百分喰脂ぜざ百分 季脂所諮初肌匝別喰脂白血球，－
るもの卒 るもの 卒 し能I！ざる形ら呈謝する百分竿

ゼしもの

車核白血球 IOO偶 45伺 45% 55個 55% 0,818 。 。
多核白血球 500" 135" 27" 365" 73" 0,370 。 。
iii）卵白 0,2c.c＋洗椴乳脂十白血球原液0,03c.c反曜時間一時間

測定白血球数 喰Hlr-ct百分喰目旨ぜざ百分 率喰脂 r,日！胃初乳球と毘別問望書す旨白血球，－
るもの卒 るもの 卒 しill／！ざる形や呈 る百分率』

ぜしもの

車核白血球 100個 15伺 15’・ 85偶 85% 0,176 。 。
多核白血球 5oo'' 105” 2111 395" 79" 0,266 。 。
iv）生理的食盟水 0,2c.c＋洗糠乳球＋白血球原液0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球数
喰目旨ぜ百分喰H旨ぜざ If卦 喰脂所言胃初乳球と毘別刷旨白血球に
ろもの卒 るもの 卒 卒 し能はざる形4-呈艶する百分率

ぜしもの

車接白血球 JOO倒 5個 5% 95個 95% 0,053 。 。

多核白血球 500" 3 I II 6" 469" 9411 0,066 。 。
試験 IO.大正四年八月二十三日午後五時プイオン 30c.c注射同二十四日午

前九時即ち注射後十六時間自に白血球採集

i）能働血清 0,2c.c ＋洗樵乳球＋白血球原液 0,03c.c反臨時間一時間

測定白血球数 ≫1°t0 :71" "f »[iさ草分室脂；？？；枕草野~：路
軍核白血球 rod閏 44illl 44% 56個 56% 0,785 0 0 

多核白血球 5oo'' 370" 74＇’ 130" 2611 2,846 2 0,5% 

ii）非能働血清 0,2c.c＋洗糠乳球＋白血球原液0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球数
喰日旨ぜ百牙瑚旨ぜき・百分 喰脂所謂初乳球と匝別喰H旨白血球1-
るもの奉 るもの 奉 率靖之 し能I！ざる形か呈到する百分率” 

ぜしもの

車核白血球 JOO偶 23個 23% 77個 77% 0,299 。 。

多核白血球 5oo'' 2 I 611 4311 284" 57" 0,761 。 。
試験 Ir.大正四年八月廿五日午後五時プイオン 30c.c注射同二十六日午前

九時即ち注射後十六時間目に白血球採集

i）能働血清 0,2c.c十洗搬乳球＋白血部長原液0,03c.c反臆時間一時間



SATO: OBER l>IE·FETT•PHAGOZTI"OS四 DER LEUKOZYTEN. 65 

測定白血球数

車核白血瀧

喰脂ぜ百身喰脂ぜざ百分 喰脂官官きす毒盟喰目旨白血球に
るもの宇 るもの寧 卒 ぜしもの 劃する百分率

100個 63個 63% 37個 37"- 1,703 0 0 

多核白血球 500" 255" 51" 245" 49" 1,041 。 。
ii）非能働血清 0,2c.c＋洗樵乳球＋白血球原液0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球数

箪核白血球

多核白血球

車核白血球

多核白血球

百牙 百局、 喰事脂所鍔初筑球と匝.lld 血百球分霊に碑喰脂ぜ 喰脂ぜざ し能Itざる形1J,,呈 E重創量ず旨白
るもの奉るもの ぜしもの

100慣 19個 19" 81個 81"- 0,235 。 。
500・” 53” u" 447” 89" O,I 19 。 。
喰脂白血球 50個の喰脂肪球数

能働血清中 非能働血清中

124側

I 17” 

78鋼

79" 

試験 12.大正四年八月二十六日午後五時プイオン 3oc.c注射同二十七日午

前九時即ち注射後十六時間自に白血球採集

i）能働血清 0,2c.c＋洗樵筑球＋白血球原被 0,03c.c反膳時間一時間

測定白血球故

車核白血珠

禽脂ぜ百牙喰脂ぜざ百分 喰脂所謂初筑球と匝別喰目旨白血球に
るもの奉 るもの卒 率 詑iiる形持費する百分率

100個 86個 86% 14畑 14"- 6,143 0 0 

多核白血球 500" 28611 5711 214’F 43" 1,336 。 。
ii）非能働血清 0,2c.c＋洗樵乳球＋白血球原液0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球教 的£~":tiざ君事脂開予灘駅協
草核白血球 100偶 40個 40" 60個 60" 0,667 0 0 

多接白血球 5oo'' 195" 39" 305" 61" 0,639 。 。
試験 13・大正四年八月三十日午後四時プイオン 3oc.c注射岡三十一日午前

九時即ち注射後十七時間目に白血球採集

i）能働血清0,2c.c＋洗樵乳球＋白血球原被0,03c.c反膳時間一時間

測定白血球数 喰脂ぜ百分喰脂ぜざ百牙喰脂 f露関税控喰脂白血球に
るもの奉 るもの率 苧 ぜしもの 望書する百分率

車接白血球 JOO伺 40個 40" 60個 60% 0,667 0 0 

多核白血球 500" 421" 84" 79" 16'' 5,329 。 。
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ii）乳清 0,2c.c＋洗糠字L脂＋白血球原被0,03c.c反臆時間一時間

測定白血球数 雪≫［b§::fr u:≫[b§ざF室脂聾認す法皇襲撃開票基
草核白血球 IOO偶 38伺 38.% 62個 6z.% o,6 I 3 2 2,7r. 

多核白血球 5oo'' 235" 47" 265" 53" 0,887 2 0・9"

試験 r4・大正四年八月三日午後一時完菩塗布周囲日午前九時水泡よ b白血
球採集

牛能動血清 o,rc.c＋洗樵字L球＋白血球原液0,02c.c反臆時間一時間

測定白血球数 喰脂ぜ百分喰目旨ぜざ百卦喰脂盟関税E塁喰目旨白血球i二
るもの卒 るもの事 平 ぜしもの 到する百分至極

車核白血球 roo伺 42伺 42.% 58個 58.% 0,724 0 0 

多核白血球 500" 22 I" 44" 279" 56" 0,792 。 。
試験 r5・大正四年八月五日午後三時完菩塗布同六日午前九時水抱よ b白血

球採集

牛能動血清 o,rc.c＋洗樵筑球＋白血球血液0,02c.c反醸時間一時間

測定白血球教 的草分間ざF筆脂：鰐税控室明書禁事
堕核白血球 IOO個 80伺 80''- 20個 29.% 4,000 0 0 

多接白血球 5oo'' 465" 93" 35" 7" I 3,287 。 。
今各種白血球の喰脂率を表示すれば次の如し

日会 目旨 率
試験問厳皐核白血球 多核白血球

生理的食盤水｜洗滋乳球
0.299 0.123 3 

不洗部長宇L球 一 一
卵 白（洗激乳球 o.359 。目319 3 

不洗滋fl球 一 一
乳 清｜洗滋乳球 0-445 0.434 5 

不洗滋乳球 0.362 0.462 2 

非動モ内ヅi日乳球 0.430 0.506 3 

ト血清 不洗種事乳球 一 一 一

乳 汁一一一一 1.473 0.220 2 

能ト血動モノレモヲ11洗f候乳球
1.678 2.091 8 

清 不洗話集乳球 6.350 !4.068 3 

牛能動血清｜洗制球
2.362 7.041 2 

不f先滋乳球 一

初乳令清｛i3t lMl乳球
1.500 3.902 I 

不f危機乳球 2.333 5.259 I 

平均 （合計） 1.599 3.130 (33〕
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結果

1）白血球の喰脂現象は舶、子管内（invitro）に於ても生体内）invivh）に於け

ると同様之を試験する之とを得ぺし

2）白血球の喰脂卒は草核多核何れにあbて私生理的食躍水中に於て最も小

tとして乳清、卵白、非能働血清、乳汁、初乳φ清、能働血清の順位にあb
3）白血球の喰脂作用は三十三同の試験の結果車核白血球の平均喰脂奉 I,

599在るも多核白血球にあbては 3,130の高卒を示すのみ在らず精子管内試験

に於ては生体内試験に於けるが如〈無数の脂肪球を抱容し’恰かも初字L並びに泌

筑後期拡に見る所謂初字L球と匝別し能はぎる形に至たれるもの甚だ少なく且っ

か＼る形をと bたるものは絶調教にあ bては車核大白球よ b多核白血球，t於て

和、冷多3等生体内試験に於けると其の趣きを異にす但し一個の白血球体内氏抱

客せられたる乳球の数は車核白血球に於て多核白血球よ b多きのみならず所謂

初字L球様形を呈する白血球出現の喰脂白血球に謝する百分卒亦前者に於て大な

るを見る且つ多核白血球の軍核白血球に比し；其の喰脂李の大なるも軍核白血球

中には金や喰脂作用主主小淋氾球を合むと硝、子管内試験に於ては生体内に於け

るが如く長時間白血球の活力を保つとと能はぎれば直ちに多核白血球に於て大

在bとの結論を下し能はぎる乙と勿論な b

4）コンプV メントとして用日たる物質の如何に開せず白血球の喰脂卒は洗

樵乳球よ b不洗樵乳球の場合に於て大なるを見る之れ蓋し不洗牒乳球の白血球

に接着するととの容易なるによる

5）卵白中に於ける白血球の喰脂作用は喰菌作用と其の君主主を異にせ ！＞ （卵

白中に於ては白血球は殆ttE喰菌せず後報牛乳のオプソニンに関する小著奉照）

6）能働血清中にあbては非能動血清中に於けるよ b喰脂率大な b

7）初乳ベト清中にあbては能動血清中に於ける場合に次て喰脂卒大在るは之

れ蓋し初乳々清にあ bては白血球の活力を盛ならしむ血清の存在と脂肪球をし

て白血球に接着を容易ならしむ媒介体即アノVピユージンの合量多主による
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8)4・ .5• 6. 7・よ b白血球の喰脂率は白血球の活力をと増加せしめ同時に乳球を

して白血球に接着を容易在らしむ媒介体の存在する時に於て高きを見る之れ蓋

し細菌の如き生体に於けると其の趣きを異にする所にして叉血清中にアゾオフ・

';7 .：，.ンの存在を見ぎる之とを立詮する之と明かな b

9）牛よ b得n_7.,白血球に就ての試験同教は極めて少きも海摂よ b得たるも

のと同様の闘係を有する之と明かな b

総 括

1）白血球の喰脂現象は硝、子管内氏（invitro）於て生体内（invivo）に於ける

と同様に之を試験する之とを得ぺ〈且つ喰脂現象の種φの戚作に劃する関係を

探究する之とを得可し

2）白血球の喰脂作用の進むと共に草核大白血球にあbては核の務化を来た

し多核中性染色頼位白血球にあbては頼位の消失及び分核融合の結果恰かも軍

技白血球と多数の白血球に就て試験したるものにあらぎれば匪別し能はぎるが

如き朕態と在るものあ h而して頼粒の消失は舟核融着の際其の中に抱合せらる

、もの在るや白血球の退行に起因するものまるや明か攻らず

3）車に白血球の喰脂作用よ b之れを見るときはメチニコフ氏の所謂 Ma-

krophagen及 Mikrophagenの匡別的差異を設〈乙と能はぎるが如し

4）生体内試験の結果草核多核何れの白血球にあbても時代小形の乳球のみ

を抱合し稀れに注射に用以たる乳汁中に合有せられまるが如3小形の乳球の存

在するを見る之れ蓋し白血球体内に於て分割せらるによるものなるや否やは未

究明かならず

5）白血球の喰脂作用は白血球の活力を増大君らしめ乳球をして白血球に接

着を容易ならしむ媒介体の存在に於て最も大にして喰菌現象と精φ其の趣きを

異にせb

6) 2・3・4・5J: !J血清の透過アJVピユージシの合量高き初乳期並びに泌筑後

期の乳汁中に於て大小不同の時記極めて小形の脂肪球の無数に喰脂せられたる
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白血球の存在せる由故を明かにする之とを得可〈（初乳期間並びに泌乳後期乳

中には白白血球の透過し来nる之と多し）叉血清中氏アグオプソユンの存在せぎ
る之とも亦立麓し得可し

引用書並びに塞考書は綾報に譲る

大正四年十一月


